
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1662

パ ナ マ 第 2 運河プ ロ ジ ェ ク ト構想

The　New 　Panama　Canal　Project

助

河
姓

山 浄

1。　 ま え が き

　今 世紀最大 の プ P ジ ェ ク トと して 注 目され て い る パ ナマ

第 2 運河建設計画 の 調査 が，具体化 し て きて い ます 。

　パ ナ マ 運河 は，ス エ ズ運河 と ともに
， 国際貿易 に お け る

主要運河 で あ り，通過貨物の 約30％は 日本関連貨物で 占め

て い る こ とか ら ， 目本 に と っ て も重要 な運河 と して存在 し

て い ま す 。

　現パ ナ マ 運河 は ， レ セ ッ プ ス に よ る 建設失敗後 ， そ れ を

引き継 い だ ア メ リ カ が ， 幾多 もの 困難を克服 し，1914年 に

完成 した もの で す。

　以来，こ の 運 河 は，ア ジ ァ と南北 ア メ リカ ，ア フ リカ ，

ヨ
ー

ロ ッ パ を ， そ して ， 南北ア メ リ カ両洋岸 の 国々 を結ぶ

重要な役割を果た して今目 に至 り， 世界の 貿易， 経済お よ

び 政治 に 大 き く寄与 して き ま した。

　 しか し ， 建設後70余年を経た今 日， 将来の 通航需要 に対

応 で き る か ， あ る い は s 老朽化対策は ど うす る か 等 の 問題

が持 ち上 が り， こ こ に第 2 運河建設構想 が表面化 し て きま

した。

　 パ ナ マ
t 米国，日本 3 国政府 は ，1982年 9 月 よ り発 足 し

た，パ ナ マ 運河代替案調査準備委員会 に よ る活動に 基 づ き ，

1985年 9月，代替案調査委員会の 設 立 に合意 しま した 。

　こ れ を受 け，同 年 10月 か ら11月 に か け，国際協力 事業団

に よ る事前準備調査が実施され ， 筆者は調査団 の 一
員 と し

て参加 し， 現地 を視察す る 機会を得ま した。

　本文 は ， こ の 大 プ ロ ジ ェ ク トで あ る パ ナ マ 第 2 運河計画

に関 し ， 運河 の 現状 ， 第2 運河建設構想 に関連す る動 き，

お よ び，運河地帯 の 地質概要等 につ い て ，筆者 の 限 られた

知見の 範囲で 記述 し た もの で あ りま す。

2．　 現行 パ ナマ 運河

　2．1 概　要

　1869年 に ス エ ズ運河 を完成させ た フ ラ ン ス 人 レ セ ッ プ ス

は ，
10年後の 1880年に パ ナ マ 運河建設 に着手 した 。

　当初 ， 工事は海面式計画 で 進 め られ た が ， 彼 の 設立会社
「パ ナ マ 運河会社」 が財政難にお ち い り， 途中か ら建設費

の 節約で き る閘門式運河 に 設計変更がな され た。

　しか し，
マ ラリア ， 黄熱病 な ど， 当時まだ 発生原因の 解

明 されて い な か っ た熱帯病，お よ び 雨期 の 大雨 に よ る河川

の は ん濫 ， 地す べ り等に よ り工 事 は難行 し，着工 9年に し

て 会社 は破産 し ， 彼 の 計画 は 挫折 し た。

　以 後， 1894年 に設立 され た 「新パ ナ マ 運河会社 」 に よ り，

レ セ ッ プ ス の 遺業 は細 々 なが ら引き継がれ て い た が，1904

年に ア メ リカ が運河掘削 の 権利 を 買 い 取 り， 工 兵隊 が主力

とな っ て ， 1914年 に現在の 闡門式運河 を完成 した。

　 こ れ は ， レ セ ッ プ ス の 着手 後，実に 34年，ま た，ア メ リ

カ が着 工 し て か ら で も10年 を 要 した 大工 事 で あ っ た
。 掘削

土量 は 約 2 億 5千万 皿
’3
， 総 工 費 は 当時 の 金額 で 3億 8千

万 ドル とい わ れ て い る 。

　以 来，パ ナ マ 運 河 は ， 運河 を挟 む両側 5 マ イル の 地帯 と

と も に ， 1979年 の 新運河条約 の 発効 ま で ， ア メ リ カ の 手 に

よ っ て 管理，運営され て きた 。

　新 運 河 条約発効後 は
， 運河地帯の 主権 はパ ナ マ に 帰 し，

運河 は 新 し く設立 され た パ ナ マ 運河委員会 （ア メ リ カ の 政

府機関） に よ り，パ ナ マ ，ア メ リカ 共同 で 20  0年の 全面返

還まで 管理 ・運営 され る こ と に な っ た 。

図一1 パ ナ マ 運 河 と旧運河地帯

（ブ リタ ニ カ 国 際大百科辞典 に よ る ）
， H 本海洋 コ ン ナル タ ン ト  技術本 部　土木設計部 　次長
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写真
一1　ゲイ ラード ・カ ッ ト部水 路 写真一2　ガ ツ ン 閘 門

　 現行運河は ， 両大洋入 口 の 進入航路 を含 め た 全延 長 で 約

82km
， 水路底幅 は 100〜150m ，深 さ 12．5m あ り，太平洋

側 の バ ル ボ ア と カ リブ海側 の ク リス トバ ル の 問 を複線6 段

の 閘門 に よ り結ん だ 地峡横断運河 で あ る （図一 1お よび 図

一 2参照）。

　 太平洋側 か ら入 る 船 は，まず，ミ ラ フ ロ
ー

レ ス 閘門 （2

段式），お よ び， ペ ドロ ミ ゲル 閘 門 （1段 式 ） を通過 し，

計26m 引 き上げ られ ， 運河 工事に お ける最難所 で あ っ たゲ

イ ラード・
カ ッ ト地区 （大陸分水嶺 ： 写 真

一 1） を通 りガ

ッ ン湖 に入 る 。 ガ ツ ン 湖上 を 図
一 1に 示す航路 に 沿 っ て約

45km 航行 し ， 3 段式 の ガ ツ ン 閘門 （写 真
一2 ）に達し ，

こ こ で ，26m 降下 し て カ リブ海 の リモ ン 湾に 出 る。

　通航時間 は，平均 で 8 〜10時間，滞船時間を含め る と，

平均，約 1 日 を要す とい わ れ て い る 。

　閘門 は ，そ れ ぞ れ，幅 33．5m ，水 深 12．5 皿 ，長さ 305m

か らな り， 通航可 能最大船型 は パ ナ マ ッ ク ス 型 65000

D ．W ．T ．で あ る 。

　2．2 運 河 の 発 展 経 緯 （ア メ リカ と パ ナ マ 運 河）

　 ア メ リカ は ，
パ ナ マ の 独立 （1903年，コ ロ ン ビ ア よ り独

立 ）を支援 して 以来，パ ナ マ 政府 に 対 して 政治的に極 め て

有 利 な立 揚 を確保 し て きた。

　そ の 結果 ，
パ ナ マ が 独立 したそ の 年に ，

ヘ イ ・ビ ュノ
ー・

バ リヤ条約 が結 ば れ，運河地帯 の 永久租借権と施政権 を得

た 。 見返 り と し て は， 1 時Si　1　OOO 万 ドル と年金 25万 ドル

マ イル

とい う破格 の 条件で あ っ た 。

　 運河建設 の 完 了 後，第 1次世界大戦 ， 世界大恐慌とい う

歴 史 の 流 れ の 中で，パ ナ マ 人 の 民 族意識 が成長す る に っ れ

て
， 条約 に 対す る不満 が高 ま っ て きた 。

　 1936年 ， ア メ リカ は パ ナ マ と友好協力条約 を結び，運河

地 帯 の 領 土 を拡 張す る 権利 を放棄す る と と もに，年金 も43

万 ドル に改定 し ， 更 に 1955年 に は 193 万 ドル に 引き上げた 。

しか し，こ れ ら数 々 の 改善策 も，パ ナ マ 人 の 国民意識 を満

足 させ 得ず，パ ナ マ 人 の 反米感情は増々 強ま っ て い っ た 。

　 そ して，1965年，ア メ リカ の ジ ョ ン ソ ン 政権は ，
パ ナ マ

と国交調整 の た め新 運 河条約案作成交渉に入 る こ とに合意

した 。 条約改定は一
進
一

退を続 け ， 1968年 ，
パ ナ マ に トリ

ホ ス 政権が登 場 して か らは 民族意識 が更 に 高ま り， 両国 の

交渉 は 難航して い た が ， ラ テ ン ア メ リカ 諸国 の パ ナ マ 支持

が高揚 す る 中で 再開 され ， 1974年 の キ ッ シ ン ジ ャ
ー・タ ッ

ク共同宣言 に よ り， 新運河条約締結 の た め の 原則 に っ い て

合意す る に い た っ た。

　1977年，ア メ リカ に カ
ー

ター政権が生 まれ ， 交渉は一気

に 具体化 し，同年 9 月，新運河条約は 調印され た D

　 ア メ リカ で は，議会 に お い て 反 対 論 が 強 く，承認 が 遅 れ

は した が，翌年の 条約批准 ， 運河法の 制定 に続い て ， 1979

年，新運河条約は 発効 した 。

　新パ ナ マ 運 河 条約 の 骨 子 は ，   運 河 の 管理 ・運営 （運河

条約），   運河地帯に お け る 安全保障 ・中立 の 確保 （中立
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条約） よ り成 る。
“
運 河条約

”
で は， パ ナ マ は ア メ リカ に

対 し ， 運河の 管理 ・運営 の 権利を与 え，条約失効 （1999年

12月3工目）後 は，パ ナ マ がそ の 全責任を引き受け る こ とが

規定 され て い る 。

一
方，

“
申立 条約

”

で は，運 河 は 国際水

路 と して ，
い か な る状況 に お い て も ， あ らゆ る 国の 船舶 の

平和 的通航 を保障 され る こ とが規定され て い る。

　2．3 運 河 の 利用現 況

　世 界全体 の 貿易量 の 約 5 ％は ，
パ ナ マ 運河を通過 して い

る と推定 され，ア メ リ カ ・目本 は もちろ ん，中米 お よび 南

米諸 国等に と っ て は ，
パ ナ マ 運河 は，大きな 重要性を保持

して い る 。

　1983年度に お け る ， 通 航貨物量 は ， 約1 億 4600 万 トン ，

そ の うち， 主要通行 ル
ート別 に よ る 割合は ， 北米東岸一

ア

ジ ァ 41％ ， 北米東岸
一

北米西岸 9％ ， 北米西岸一ヨ ー
ロ ッ

パ 9 ％，北米東岸一中米西岸 5 ％ と な っ て い る 。

　ま た，通航貨物を品 目別 に み る と，石油 ・石油製品22％ ，

穀物20％ ， 石 炭 ・コ ーク ス 7 ％，肥料お よ び そ の 原料 7 ％ ，

鉱 石 6 ％，そ の 他，鉄 製 品，木材，農産物等 の 順 で あ る 。

　 日本関連 の 船舶 お よ び貨物 に っ い て は ， 全通航船 12523

隻 中9．5％ に当た る ，1190 隻が 日本船籍で ， 運河通航貨物

中， 大西洋 か ら太平洋向 け の 内35．5％，太平洋 か ら大西 洋

向けの 内 12．7％ が ， そ れぞれ 日本向けお よび 日本発で 占め ，

パ ナ マ 運 河 が 目本 の 貿易 に 深 い か か わ りを持 っ て い る 事が

理解 され る e

　2，4　現 行 運河の 問題点

　パ ナ マ 運 河 は，建設 後，約70年問 も世界 の 貿易 に 重要 な

役割を果た して今日 に至 っ て い るが，世界経済 の 発展，貿

易 の 振興 に伴い ， 運 河の 能力 ・耐久性等に つ い て，将来の

海運 事情に対 応 で き得るか とい う問題 が持 ち 上が っ て き た。

　運河 の 能力 とい う観点か らは ， 閘門式運 河 とい う こ とに

よる 限界，す な わ ち，船型 の 制約 と通航可能量 の 制約があ

げ ら れ る。

　閘門 の 幅 は 33．　5m で あり， 通航可能船型 は パ ナ マ ッ ク ス

型 で 6 万 5 千 トン ，一
般 の 船 で は 4 〜5 万 トン が 限度で あ

る 。

　通航量 は，閘門開閉 の 操作 に 要す る 時間 ， お よ び 狭水路

の 通航制限等 に よ り，大 きな能力的制約を受けて い る。

　更 に
， 近年 ， 乾期に お け る，ガ ツ ン 湖 の 水位低下 が問題

と な っ て お り，閘門操作用水確保も容量制約の
一

因と して

見逃 せ な い
。

　一
方 ， 運河 の 老朽化は ， 船舶の 安全通航を保っ た め に 現

施設 の 維持 ・管理業務を増大させ ， 運河運営収支 の 圧迫 ，

通航量 の 制限 ， あ る い は ， 事故発生 の 原因 と もな りか ね な

い。

　現在 ， 運河を管理 ・運営を して い る パ ナ マ 運 河委員会 に

お い て ，通航船隻数 の 増加対策 と して ， 現行水路中の 最狭

部で あ る ゲイ ラ
ー

ド・カ ッ ト区域 （長 さ約 13km
， 水路幅

100〜150m ）を拡幅す る 計画 が検討され て い る が ， 閘門 の
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大き さが変わ らな い こ とか ら，船型 の 制約に は 対処 で きず，

更 に ， 将来 の 通 航需要 に対応 で き る か ど うか 議論 の あ る と

こ ろ で あ る。

3．　 第 2 運河 建設構想

　3．1　構想 の 発展 経緯

　1914年 ， 運 河 は 開通 し，そ の 後 も，機能 の 安定性 拡大 の

た め ， 貯水施設 の 拡充 ， 水路 の 拡幅 ・増深等の 工事が進め

られ る と と もに ， こ の 運河 の 世界海運 に と っ て の 重要性 の

ゆえ，施設改善 ・能力拡大等 にっ い て ， 数多 くの 議論 が な

さ れて きた。

　第 2 次世界大戦後，パ ナ マ 運河 は ，国際貿易上 の み な ら

ず， 安全保障，お よ び 国防上 の 観点か ら も更に重要性 を増

し，1947年に は，ア メ リカ 議会 に 海面式運河建設 の 有効性

に つ い て報告がな され た。

　 こ の 報告 で は ， メ キ シ コ か らコ ロ ン ビ ア 北部ま で の 地域

に つ い て ， 30か らな る ル
ートを研究 し，現運河 ル ートを利

用 した ， 海面式運河を推せ ん して い る 。

　更 に ， 1960年 に な っ て ， 核掘削工法が 可能か ， そ れ が不

可能な ら， 通常掘削で も海面式運河 を作れ るか ， とい う問

題 に つ い て ，調査す る よ う勧告 が出 され，1964年，時の 大

統領ジ ョ ン ソ ン は，「大西洋 ・太平洋運河調査委員会 」 を

設置 し，最適 ル
ー

トの 選定調査 を指示 し た 。

　 そ の 結 果，1970年，同委員会 は，通称 「ア ン ダ
ー

ソ ン 報

告」 を と りま と め ， 通常工 法 お よび核掘削工 法 と して 有効

な 五 つ の ル
ートを選 定 した。そ の 中で通常工 法 に よ る揚合

は ， 現運河 の 西方 15km に位置す る ル ート・10案が最適 で

ある と結論 して い る 。 ル
ート・10案は3．2〔2）に後述す る よ う

に，地峡 の 比較的低 い 部分を横断し， 最も施工 が容易な海

面式運河案 で ，ル
ート位置 は 図

一 1に示す とお りで あ る 。

　そ の 後，パ ナ マ とア メ リカ に よ る 新運河条約交渉 が 進 む

中で，1978年 に 永野 重雄氏 に よ る，海面式案 が 発表 され ，

構想具体化の 夢が広 が り，1982年 の ロ ペ ス ・モ レ ノ 案，ベ

ル ガーラ案等 ，
パ ナ マ 人 に よ る構想が次々 と提案されて き

た 。

　3．2　主要な代替案構想

　現行運河供用開始後 ， 今日ま で数多くの 代替案構想が提

案 さ れ て き て い る が ， そ の 中 に は，運 河 形 式 に よ らな い 方

法 ， すなわ ち ，
パ イプ ラ イ ン ， ラン ドブ リッ ジ （鉄道 ， 道

路等），ス ラ リ
ー
輸送，航空輸送等 の 手段 も含まれ，現実

に ， そ の
一

部 （パ イ プ ラ イ ン ） は 既 に供用 され て い る も の

もあ る。

　 運 河形式 に よ らない 代替案構想 は，そ の もの 独自で はな

く， 現運河 あ る い は ， 代替案 を補完す る シ ス テ ム と し て 考

え られ て い る よ うで ある。

　 こ こ で は ， 代表的な代替案構想 として，前述 した代替輸

送手段を除い た 運 河形式案 に 的 を し ぼ っ て 紹介する
。

　な お ， 構想紹介は，提案年 次 の 古 い 順 に記述す る。
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　 ω　第 3 閘門案 （閘門式）

　 こ れ は，現在の 閘門 に 加 え て ，大型 の 第 3 閘門を新設す

る こ と に よ り，通行可能船型 の 大型化 と と もに，通航船隻

数 を 増や し，運 河 の 容量 ア ッ プ を 目 ざ し た もの で あ る。

　 当案は ，
1930年代に 1 度， ア メ リカ が工 事 に 着手 した が

，

第 2 次世界大戦が始 ま り工事は中止 され ， そ の ま ま放置さ

れ ，今日 に至 っ て い る 。

　 当初 は ， 第3 閘門 の 大き さ と して ， 11万 D ．W ．T ．船舶が

対象 と され，新閘門 と既存閘門 と の 組 み合 わ せ に よ り， 現

状 の 約 1．5 倍 の 通航量 が 確保 さ れ る と し て い る。

　 （2｝ ア ン ダ
ー

ソ ン ・レ ポー
ト勧告案 （海面式 ， ル

ート ・

　　 10）

　 ル ート ・10案は ， 通常工法で最も掘りや す い とみ られ る

現行運 河 の 西方 15k 皿 の 所に ， 最小底幅 168m ，水深26m ，

延長 85km の 海面式運河を造ろ う と い うもの で ， 対象船型

は 15万 D ・W ・T ．（潮位条件 に よ り， 25 万 D ・W ．T ・まで 通航

可能） が 設定 された。

　 通航量 は，潮 汐 ゲート使用 に よ り，潮流 を 2 ノ ッ トに 制

限す る条件の も と に ， 平均 35000隻1年が可能で 将来需要

増に対 して は ， 現行の 閘門式運河 の 復活 に よ り対処 で き，

年間，合計 60000 隻 の 通 航 が 確保 で き る と して い る e

　 建設工 事 は ， 工 期 は 設計を含 めて 14年と し，掘 削土量約

14億 ma ，工 費 は ，1970年価格 と し て 約 30 億 ドル と試算さ

れ て い る。

　   　永野氏案 （海面式）

　 こ の 提 案は，故永 野 重 雄 目商会 頭 が音頭 を と っ て 提唱 し

た案で ， ア ン ダーソ ン ・レ ポートの ル ート ・10を基本ル
ー

トと し ， 常時通航可能船型 を30万 トン 級 と し ， 満潮時 に は ，

50万 トン 級船舶 が 通航可能 とな る よ う考 え られ て い る。

　運河は ， 陸上部 58　km
， 海上部 40　km の 合 計 98　km か

らなり，水路幅 は，陸上部，海上部，そ れぞれ200m ，4GO

m と し
， 深 さは 33m で あ る

。

　 こ の 計画に よ る掘削土 は，約18nc　mS （霞 ヶ 関ビ ル 3500

杯分に相当）で ， 工期10年， 建設費は 1979年当時で 83億 ド

ル と見積 も られ て い る。

　  　ロ ペ ス ・モ レ ノ 案 （閘門式）

　 こ れ は，パ ナ マ 入 の ロ ペ ス 氏 お よび モ レ ノ 氏 に より提唱

され た もの で ， 現運河 を利用 し，1930年代 に ア メ リカ に よ

り第 3 閘門用 に一
部掘削 ・放置 され て い る 揚 所 に 25 万

D ．W ．T ．級船舶通航可能な 大型閘門を新設す る とともに ，

ガ ツ ン 湖水位を約 9m 下 げ，現閘門を 3 段式 か ら 2 段式 に

改造 し，閘門用水 の 有効利用，通航時間 の 短縮を図り， 船

舶通航容量 の 増加をね らっ た もの で ある。

　計画 で は ， 深 さ23m で
， 予想工 費 と し て 1982年価格で 39

億 ドル と試算して い る 。

　（5） ベ ル ガーラ案 （海面式）

　パ ナ マ 人 の ベ ル ガー
ラ氏 に よ る提案で ， 計画位置 は ル ー

ト・IOと し， 運河は ， 幅員 500m ， 深 さ 26m か らな り，可

46

航最大船型 は，25万 D ．W ．T．を 設 定 し て い る。

　 こ の 案 の 特徴 と し て は ， 両太 平洋間の 水位差 に よ り生 ず

る運河内潮流 を，運河出入 口 に 広大 な泊地 を設 け る こ とで

解消 す る こ と，掘削 を浚渫工 法 にす る こ とに よ り，
コ ス ト

低減を は か る 等があげられ る 。

　建設費と して は ， 1982年価格 で 150 億 ドル と算定 され て

い る 。

　  　そ の 他

　 以上 に記述 し た代替案 の ほ か に，現行運河を改 良す る こ

と に よ り通航隻数の 増加 を図 る も の と して
，

パ ナ マ 運河会

社 の 依頼 に基 づ くカーニ ー案 ，
パ ナ マ 運 河委員会に よ る カ

ッ ト・
ワ イ デ ィ ン グ計画 等 があ げ られ る 。

4． 運河地 帯に おける地質

　現在 の 運河 ル
ートにお ける 地質構成 は，ガ ツ ン 湖 の 中央

付近を境 と して ， 大 きく二 つ の グル
ープ に分 け る こ とがで

きる 。

　
一

つ は，ガ ツ ン 湖 よ り大 西 洋岸 に 至 る砂岩，砕屑岩 よ り

成 る 比較的硬 く安定 した地層で ， 他 の
一

つ は ， ガ ツ ン 湖 よ

り大陸分水嶺を通 っ て太平洋岸に向か う， 複雑な 火成岩を

主体 と した地層 で あ る。

　こ の うち ， 前者は ， 比 較的安定 した層 で，運河 の 掘削等

にお い て 大 き な問題 は 発生 し て い な い 。

　
一方後者は，特 に 大陸分水嶺付近 で は，断層も多く， 硬 ・

軟各種 の 火成岩お よ び，そ の 変質 した層よ り成 り， 非常 に
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複雑 で 掘削 に 当た っ て ，最 も苦労 が なされ た地区 で ある 。

　図一3 に ，現行 ル ー トに 近接 し た ル ー ト14S ラ イ ン 上 の

大陸分水嶺付近 に お け る地層断面 を示 す。

　 ル ート14S と い うの は，ア ン ダーソ ン
・レ ポー

トの 中で

研究され た ， 海面式運 河 の 代替ル ートの 一つ で あ る
。

　 こ の 大陸分水嶺区域 は ，
ペ ドロ ミゲル 閘門か ら， ガ ツ ン

湖 に至 る 十 数 km の 区間で ， 通称 ゲイ ラ
ード・カ ッ ト とい

わ れ ， 現運河 の 中で 最 も幅 の せ ま い 区間 （100〜150m ）と

な っ て い る。

　 レ セ ッ プ ス の 失敗後， ア メ リカ が工 事 を再開 し て か らで

も， 何 回 となく地す べ りを生 じ，な か な か安定 した掘削勾

配が得 られ な か っ た と い わ れ て い る。

　地すべ り多発地 区は ， 図
一3に示す ク レ ブ ラ層 お よび ク

カ ラチ ヤ層に多 く， そ の 原因 とな る地質は ， 粘土頁岩 で あ

る こ とがわ か っ て い る。

　 こ の 粘土頁岩 は，上載土被り圧 を除くと，年月を経 る に

従 っ て 強度が弱 くな る性質が あ り，掘削 に 当た っ て な か な

か 長期的安定勾 配 が得られ な い わ け で あ る。

　現運河 が ， 1914年完成 した 後 ， 現在 ま で ， 地すべ りの ほ

か ，拡幅 ・増 深 等 に よ り掘削 され た 全土量 は 約 1．5 億 m3

とい わ れ，そ の 中で も1917年 に 発生 し た地 す べ りに よ る 撤

去土量 は約 4 千万 mS で あ っ た。

　他方，海面 式運 河 の 有力 ル
ー

トの
一

つ で あ る ル ート・10

は ， 現運 河 よ り， 約 15k 皿 西方に 離れ て お り， 既応の 地質

調査 で は頁岩は見 つ か っ て い な い もの の ， 軟質変成火 山岩

（凝灰 岩）層 が ， 玄武岩 と入混 じ っ た層 が あ り， 現行 ル
ー

トと同様 に 断層 も多 く， 掘削 に 当た っ て は地すべ りに対す

る十分な検討 が 必要 と指摘 され て い る。

5．　 パ ナ マ 運 河 代替案調査

　1979年発効 した新 パ ナ マ 運 河条約に よ り， 当条約 の 有効

期間中 （1999年12月 ま で）に ア メ リ．カ とパ ナ マ が共同 で ，

海面式運河建設 に つ い て調査す るこ と が定め られ て い る 。

　一方，目本 で は ， 運 河条約が調印 され た 1977年 ， 故永 野

重雄氏 の パ ナ マ 訪問を切 っ 掛け と し ， 民間 に よ る海面式運

河研究 が 始ま り， 1979年 に は永野構想 が と りま と め られた 。

　 そ の 後，我 が 国は，パ ナ マ ・ア メ リカ 両国 との 首脳会談

を通 して ， 調査 に参加す る用意 の ある事を表明 し，両国の

要請を受け正式参加 が 決定 した 。

　 こ れ を 受 け，1982年 9 月 に 3 国共同 に よ る準備委員会が

設けられ ， 1985年 6月 まで ， 約 3年に わ た っ て ， 本格的調

査に 関す る実施方針 の 検討がなされたe
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　本格的 な調査 は，1985年 9 月 に 調印 された 日 ・米 ・パ 3

国 に よ る 外交取極め に よ り開始され，当該国間 の 事務的 な

細部 の 調整 を経 て，1986年 6 月 に 開 かれ た第 1回理事会を

も っ て，活 動 を 開 始 した。

　調査 は期間 5 年， 予算2000 万 ドル が予定され ， 需要予

測 ， 工務関連分野 ， 経済・財務評価， 環境評価等， ソ フ ト・

ハ
ード面 を含 め た 多岐多面 に わ た る 総 合調査 が計画 され て

い る 。

　運河 の 代替案 と し て は，海面式 また は 閘門式 に よ る 本格

的運河案の み な らず，パ イ プ ラ イ ン ，道路，鉄道等 の 補助

的輸送手段 も含 まれ る。

　 ま た，土質工 学的 に は，特 に ，大陸分水嶺地区 に お ける

軟質変成岩 ， 粘土頁岩の 土性究明 ， 更 に
， 掘削の 安定勾配

の 研究 に重点 を お い た調査が予想され る 。

6．　 あ と が き

　 パ ナ マ 運河 は ， パ ナ マ が持 つ ， 運命的 と もい え る 特殊 な

地理的条件 に よ り，世界各国 が広 く利用 して きた運河 で あ

り， こ れ か ら も， 人類 の
一

つ の 大きな財産 と して，世界貿

易に貢献し続け る こ と と思 わ れ ま す 。

　 こ こ 2 ・3年 は，世 界経済 の 停滞 に よ る海 上輸送 の 減少，

お よ び運河 の 設備改善等 に よ り船混 み は 少 な い と され て い

る が，運河 の 老朽化，船舶 の 大型化，あ る い は 将来 の 物流

増加 を考え れ ば，現運河 は い ず れ 限界 に 達す る事 が予想 さ

れ ま す 。

　ま た ， 第 2 運 河 建設 と い う大規模工 事 に よ る各国経済 の

活性化な ど の 付帯効果 も考え られ ま す 。

　い ずれ に して も， こ の よ うな大規模プ ロ ジ ェ ク トの 計画

に 当た っ て は
，

ハ
ード ・ソ フ ト面 を含 め た あ らゆ る分野 の

詳細 な検討 が必要で あ り， 関連国ある い は世界各国 が納得

で きる事業 として 評価 され，実施 さ れ る こ とが重要 と思 わ

れ ます 。

　常々
， 人類が大事業をな し とげ よ うとす る時 に は ， さま

ざま な利害関係が起 こ り， 困難がつ きま とうもの で す が，

今日 まで 入類 は 不屈 の 精神 と情熱で そ れ ら を克服 し て き ま

した 。

　 こ の パ ナ マ 第 2 運河建設 と い う大事業は ， 我々
， 20世紀

人 の 大 きな夢 の
一

つ で もあ ります 。

　筆者も，

一
人 の 土木技術者 と しで ， こ の 世紀の 大事業が

実現 の は こ び とな り，命 ある 内に 自分 の 目で こ の 大運河 を

な が め て み た い と期待す る もの で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （原稿受理 　1986，9．8）
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